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GPY培地および温州みかん米皮培地で培養したエノキタケのタンパク性アミノ酸組成について

〇衣川光一･ 壷井nr-"　千r州子¨　高橋夏子"

　（･大阪樟蔭女人.̈ 樟蔭息女短大）

　目的：エノキタケの天然および栽培品の遊雌アミノ酸およびタンパク性アミノ酸紐成に

ついて、後藤などおよび0 g aw aなどの報告があるが、GPY合成培地および溢州みか

ん果皮培地で培養したエノキタケの薗糸体および子実体のタンパク性アミノ酸について市

販の栽培品と比較検討を行なった。

　方法：GPY （グルコース・ペプトン・酵母エキス）m地を川い液体振ii培養および寒

天を添加した同型培地で静置培養を行なった。温州みかん果皮培地は新鮮な果皮を細りjし

m製した。一定川問培養後、それぞれの培地から得た菌糸休および子尖体を真??!凍結屹燥

にて屹燥した。乾燥心＼を細粉とし、7 5％エタノールで湯m巾還rn処理を行なったのち

。濾過残査を屹燥した。屹燥物を61^ 塩mでI 1O"C、2 4II祁!Uj|I水分解後、アミノ股分

析計により分析を行なった。

　結果：巾販栽培品と比較してアミノ酸のmiによりJil的な差が認められるが、Gl'Y川

地での子実体は低い値のものがあるが.0.9～1･。7倍くらいであり、みかん果皮では

1. 2～2．9 倍と多かった。GPYiftJl!!の菌糸休では2倍以上の伯を示すものが多かった。
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目的:雑穀類(アワ、キビ、ヒエ)の貯蔵蛋白質は抗原相同性を有すること、大麦、小
麦、ライ麦のそれらとは異質である事、しかしコーン(とうもろこし)の貯蔵蛋白質
とは相同であることを明らかにする。ここではアワとコーンの貯蔵蛋白質60 kD
の'ii離とその免疫化学的相同性について報告する．
方法.各試料の脱脂粉末からlM食塩不溶残涜を分画し，これからプロラミンを70%
エタノール(アワ)またはbQ%プロパノール(コーン)で抽出除去し，その不rm洽の
5M尿素可溶画分を分画し，それより上記録の60kl)蛋白を分離した. GOkDの精製はD
I'AlsセファロースCL-6Bカラム(1.6×50cni;5M尿か20in≪トリス/塩酸,pll8.8:D液)と
CMセファロースCトmカラム(2X30cni:5M尿素-20niHリン酸. p賑5:c液))で行った．
　試料はD液に撹絆溶解し後iiKEカラムで分画し，非吸着画分は水とC液に透析し
た後C舅カラムにかけ食塩濃度勾fE(0-0.5M)で溶出した.得られた60kDは再クロマ
ト後IIPLC(,SIX-85P,T()S()II)で梢製し,精製度はvSDS-PA;EとT次原電気泳動で確認し
た. 抗/ij'lの相同性はモノクロナール抗体(BぺLBマウス)またはうさぎ坑血清により
イムノブロット法またはゲル内沈降法で確かめた．アミノ酸とN一木アミノ酸配列
順序の分析はそれぞれ自動分析器を用いた．
結米と考察:アワとコーンのプロラミン抽出残涜をD液で撹拝溶解(5時間)し，そ
の遠沈上消を上記のカラムにかけ再クロマトで見かけの分子量が約6万のサブユ
ニット蛋白質,GO kD,の精製標品を得た.これらの60 kDは,Pト7-8.付近の塩基性
蛋白質で雑穀類,とコーンに共通する抗原蛋白であった.
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